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取扱説明書の内容
この取扱説明書では、プロ ソ ニ ッ ク T 超音波式レベル伝送器の取付 / 初期設定について説明し ま
す。 こ の説明には、 通常の測定作業に必要な機能がすべて考慮されています。 また、 プロ ソ ニ ッ
ク T には、 測定ポイ ン ト を最適化し、 測定値を変換するための追加機能が用意されています。 こ
う いった機能については、 本書に記載されていません。

付録のすべての機器機能の概要を参照し て く ださい。

すべての機器機能の詳細な説明ついては、取扱説明書 BA388F" プロ ソ ニ ッ ク T - 機能説明書 " を
参照し て く ださい。 これは、 付属のマニュ アル CD-ROM にあ り ます。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全に関する注記

1.1 使用目的
プロ ソ ニ ッ ク T は、 連続的な非接触レベル計測を行 う ための、 コ ンパク ト な測定機器です。 セン
サに応じ て、 測定範囲は、 流体で最大 8 m、 粉粒体で最大 3.5m にな り ます。

1.2 設置、 設定、 操作
プロ ソ ニ ッ ク T はフ ェールセーフ機構を備え、最新の安全基準に沿って設計されています。 プロ
ソ ニ ッ ク T は適切な基準および EC 指令を満た し ています。 ただし、 間違った使い方を し た り 、
本来の使用目的以外の用途で使用し た場合は、 不正な設置や設定などのために測定対象物のオー
バーフ ローが発生する など、 用途特有の危険が生じ る可能性があ り ます。 し たがって、 システム
管理者から許可を受けた、 訓練された専門技術者のみが、 測定機器の設置、 電気接続、 始動、 操
作および保守を行 う よ う にする必要があ り ます。 技術者は機能説明書を よ く 読んで理解し、 これ
に従わなければな り ません。 なお、 この機器の改造や修理は、 本書で認めている場合に限 り 許可
されます。

1.3 操作安全性と プロセス安全性
設定、 試験、 保守作業中に本機器で操作安全性と プロセス安全性を確保する ために、 代替監視対
策を講じ る必要があ り ます。

防爆区域での使用

防爆エ リ アでの測定システムの使用については、 本取扱説明書の一部であ る別冊 「防爆資料」 に
記載されています。 この資料に指示されている設置手順および記載されている定格は必ず厳格に
遵守し なければな り ません。

• 作業従事者は必ず全員が有資格者であ る こ と。
• 証明書の記載事項を確認し、 国や地域の法令を遵守する こ と。
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1.4 安全に関する表記規則と記号
本取扱説明書では、 安全確保の手順も し く は代替操作手順を強調する ために以下の表記規則が使
用されてお り 、 左の欄にそれぞれ該当する ア イ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

#
危険！

「危険！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器の

破壊を招 く 操作または手順を強調し ます。

"
警告！

「警告！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは計器本体の誤動作を招 く 操

作または手順を強調し ます。

!
注意！

「注意！」 記号は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を超

えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

爆発防止

0 防爆認定機器

計器の銘板上にこの記号があ る場合は、 爆発危険区域で使用する こ と ができ ます。

-
爆発の危険のある区域

図面中で爆発危険区域の表示に用いる記号。 - 「爆発危険区域」 と表示された区域内に設

置される機器および配線は、 適切な防爆認定を受けていなければな り ません。

.
安全区域（爆発の危険がない区域）

図面中で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号 （必要な場合にのみ使用）。 安全区域

に設置される機器であって も、 そ こから出る配線が爆発危険区域に入る ものであれば防

爆認定を受けていなければな り ません。

電気シンボル

% 直流電圧

直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子。

& 交流電圧

交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れている端子。

) 接地（アース）端子

オペレータからみて、 既に一定の接地システムを用いて接地 （アース） された端子。

* 保護用接地（アース）端子

他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子。

+
等電位接続（アース結合）

設備の接地システム と接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や会社の方式によ って、

た と えば等電位線あ るいは星型結線接地システムなどがあ り ます。
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2 各部の名称

2.1 型式銘板

L00-FMU30xxx-18-00-00-xx-001

1 ： オーダーコー ド ； 2 ： 識別番号 ； 3 ： シ リ アルナンバ ； 4 ： 指令 94/9/EC による表示と保護等級表示 （認証

タ イ プのみ） ； 5 ： 追加の安全関連文書への参照 （認証タ イ プのみ） ； 6 ： 供給電圧

Prosonic T

Order Code:

4 ... 20 mA

Made in Germany, D- 79689 Maulburg

Ser.No.:
Ident.-No.:

14 ... 35 V DC 0.8 W

IP68

Dat/Insp.: 250002891--

2-wire

if modification
see sep. labelX =

1

6

43
2

5
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2.2 注文情報
相いれないバージ ョ ンについては示されていません。

以下の表に各機能のオプシ ョ ンを記入する こ と ができ ます。 オプシ ョ ンを記入する と、 オーダー
コード が完成し ます。

10 認定

AA 非防爆

BB ATEX II 1/2G Ex ia IIC T6

IB IEC Ex zone 0/1, Ex ia IIC T6 Ga/Gb

NB NEPSI zone 0/1, Ex ia IIC T6 Ga/Gb

TA TIIS Ex ia IIC T4 （準備中）

8A CEC/NEC 汎用

8C CEC/NEC IS Cl.I Div.1 Gr.A-D

99 特殊

20 ディスプレー ; 操作 :

G デ ィ スプレ イ な し、 操作は通信で行 う

H 反射波形表示機能付き ; 押し ボ タ ン

Y 特殊

30 電気接続 :

E ケーブルグ ラ ン ド M20, IP68 

F ネジ口 G1/2, IP68 

G ネジ口 NPT1/2, IP68 

Y 特殊

40 センサ ; 最大レンジ ; 不感知距離 :

AA 1-1/2"; 5m 液体 /2m 粉体 ; 0.25m

AB 2"; 8m 液体 /3.5m 粉体 ; 0.35m

YY 特殊

50 プロセス接続 :

GGF ネジ ISO228 G1-1/2, PP

GHF ネジ ISO228 G2, PP

RGF ネジ ANSI NPT1-1/2, PP

RHF ネジ ANSI NPT2, PP

YYY 特殊

620 付属アクセサリ :

RA UNI フ ラ ンジ 2"/DN50/50, PP 最大圧 300 kPa, 2" 150lbs/DN50 PN16/10K 50 に適合

RB UNI フ ラ ンジ 2"/DN50/50, PVDF 最大圧 300 kPa, 2" 150lbs/DN50 PN16/10K 50 に適合

RC UNI フ ラ ンジ 2"/DN50/50, 316L 最大圧 300 kPa, 2" 150lbs/DN50 PN16/10K 50 に適合

RD UNI フ ラ ンジ 3"/DN80/80, PP 最大圧 300 kPa, 3" 150lbs/DN80 PN16/10K 80 に適合

RE UNI フ ラ ンジ 3"/DN80/80, PVDF 最大圧 300 kPa, 3" 150lbs/DN80 PN16/10K 80 に適合

RF UNI フ ラ ンジ 3"/DN80/80, 316L 最大圧 300 kPa, 3" 150lbs/DN80 PN16/10K 80 に適合

RG UNI フ ラ ンジ 4"/DN100/100, PP 最大圧 300 kPa, 4" 150lbs/DN100 PN16/10K 100 に適合

RH UNI フ ラ ンジ 4"/DN100/100, PVDF 最大圧 300 kPa, 4" 150lbs/DN100 PN16/10K 100 に適合

RI UNI フ ラ ンジ 4"/DN100/100, 316L 最大圧 300 kPa, 4" 150lbs/DN100 PN16/10K 100 に適合

R9 特殊

895 マーキング :

Z1 タ グ付け （TAG） , 追加仕様を参照

10 20 30 40 50 620 895

FMU30 -
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2.3 納入範囲

2.3.1 機器と アクセサリ

• 注文し たバージ ョ ンに応じ た機器
• 取扱説明書
• 認定機器バージ ョ ンの場合 ： セーフテ ィ  イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン、 制御および設置図面
• カ ウ ン タナッ ト （PC） ： オプシ ョ ン 50、 バージ ョ ン GGF/GHF → 7 ページ " 注文情報 "
• シール リ ング （EPDM） ： オプシ ョ ン 50 → 7 ページ " 注文情報 "
• グ ラ ン ド M20x1.5 ： ケーブルグ ラ ン ド

ケーブルグ ラ ン ド は取 り 付けた状態で納入されます。

2.3.2 付属マニュアル

簡易マニュアル （KA290F）

この文書は本機器に同梱されています。 端子室のカバーを確認し て く ださい。

簡易マニュアル （KA1054F）

機器を素早 く 設定する ために使用し ます。 ド キ ュ メ ン ト は納入される ド キ ュ メ ン ト  CD-ROM に
収録されています。
イ ン ターネ ッ ト から ダウ ン ロードする こ と も可能です → www.endress.com → Download （ダウ ン
ロード）

取扱説明書 （BA387F、 本書）

本書には、 プロ ソ ニ ッ ク T の設置および設定について記載されています。 操作 メ ニューには、
標準的な計測作業に必要な機能がすべて含まれています。 追加機能は含まれていません 。
このマニュ アルは、 pdf フ ァ イル と し て付属の CD-ROM に含まれています。
イ ン ターネ ッ ト から ダウ ン ロードする こ と も可能です → www.endress.com → Download （ダウ ン
ロード）

機能説明書 （BA388F）

プロ ソ ニ ッ ク T のすべての機能についての詳細な説明が記載されています。 このマニュ アルは、
pdf フ ァ イル と し て付属の CD-ROM に含まれています。

安全に関する注記

認定済み機器の仕様に応じ て、 追加の安全に関する注記 （XA、 ZE、 ZD） が支給されます。 
使用する機器の仕様に適用される安全に関する注記の名称については、 型式銘板を参照し て く だ
さい。

2.4 製品の保証
CE マーク、適合宣言
本機器は最新の安全基準を満たすよ う に設計され、 試験を経て安全に動作する状態で出荷されて
います。
本機器は EC 適合宣言に記載されている よ う に、 該当する規格および法令に適合し、 EG 指令書
に謳われた法定要件を満た し ています。
エン ド レ スハウザー社は本機器に CE マーク を貼付し、 適合試験合格を認証し ています。
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2.5 登録商標
FieldCare®

Endress+Hauser Process Solutions AG 社の商標です。

PulseMaster®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG 社 （ド イ ツ国、 Maulburg） の商標です。

3 設置

3.1 外形寸法

L00-FMU30xxx-06-00-00-xx-006

½

½
½

øø

ø
ø
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3.2 設置例

L00-FMU30xxx-17-00-00-xx-002

A ： カウン タナ ッ ト での取り付け （1 ： G1½ および G2 機器に付属するカウン タナ ッ ト （PC））

B ： ソケ ッ ト での取り付け （1 ： シールリ ング （EPDM） 付属）

C ： 設置ブ ラケ ッ ト での取り付け

D ： ネジ フ ラ ンジでの取り付け

1 ： ネジ フ ラ ンジ

2 ： シールリ ング （EPDM） 付属

3 ： センサ

4 ： ノ ズル

設置ブラ ケ ッ ト またはネジフ ラ ンジについては 42 ページ、 " ア ク セサ リ " を参照し て く ださい。

BA

C

D

1

1 2

3 4

1
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3.3 設置条件

3.3.1 レベル計測時の設置

L00-FMU30xxx-17-00-00-xx-005

• タ ン ク中心への取付 （3） は避けて く ださい。 壁から センサ端の距離 （1） がタ ン ク直径の 1/3
以上と なる よ う に設置する こ と を推奨し ます。

• 機器を直射日光や雨から保護し て く ださい （2）。
• 投入カーテンの上 （4） には設置し ないで く ださい。
• 粉粒体が円錐状に堆積する粉体アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 センサ面が表面 と垂直になる よ う

に調整し て く ださい。
• リ ミ ッ ト ス イ ッチ、 温度センサ等の構造物 （5） が放射角 α の内部に入ら ないよ う にし て下さ

い。 ヒ ーテ ィ ング コ イル、 バッ フル等 （6） も測定を妨害し ます。
• 2台以上の超音波計測機器を同じ タ ン ク内に設置し ないで く ださい。発せられる 2つの信号がお

互いに影響し あいます。
• ビームエコー及びその検知範囲の概算には 3 dB の放射角 α をご使用 く ださい。

3.3.2 狭い導管への設置

1

2 3 4

5

6

1/3D

D

r

�
L

センサ α Lmax rmax

1½" 11° 5 m 0.48 m

2" 11° 8 m 0.77 m

不要反射の強い、 狭い導管に設置する場合は、
直径が 100 mm 以上の超音波ガイ ド パイプ
（例 ： PE まはた PVC 廃水パイプ） の使用を推
奨し ます。
パイプに汚れが付着し ないよ う に注意し て く
ださい。 必要に応じ て、 定期的な間隔でパイ
プを清掃し て く ださい。

L00-FMU30xxx-17-00-00-xx-010

A ： 空気穴

A
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3.3.3 流量計測時の設置

• 流入側 （B） の最高水位 Hmax に不感知距離 BD を加えた距離になるべ く 近づけて、 機器を設置
し て く ださい。

• 機器をオープンチャネルまたは堰の中心に設置し て く ださ い。
• センサ面が水面と平行になる よ う に設置し て く ださ い。
• オープンチャネル または堰の設置距離を遵守し て く ださい。

例 : カーフ ァギーベンチュ リーフ リ ューム

L00-FMU30xxx-17-00-00-xx-003

A ： カーフ ァギーベンチュ リーフ リ ューム ； B ： 流入 ； C ： 流出 ； E ： 空の距離 ； V ： 流れ方向

例 ： 三角堰

L00-FMU30xxx-17-00-00-en-012

1 x b0

b0

BD

A

E

B C

VHmax



プロ ソニ ッ ク T 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 13

3.4 計測レンジ

3.4.1 不感知距離、 ノ ズル取付

満タ ン時において も十分な不感知距離 BD が取れる高さに機器を設置し て く ださい。 ど う し て も
不感知距離が確保できない場合に限って ノ ズルを使用し て く ださい。 ノ ズルの内側は突起や溶接
跡がない様にでき る限 り 平滑に仕上げて く ださい。 特に ノ ズル下端にギザギザが無い様にし て く
ださい。 ノ ズル径および長さ には一定の リ ミ ッ ト があ る こ と に留意し て く ださい。 妨害フ ァ ク タ
を最小限に抑え るため、 角度の付いた ノ ズル （45°が理想） をご使用にな られる事をお薦めし ま
す。

L00-FMU30xxx-17-00-00-xx-004

BD ： 不感知距離

SD ： 安全距離

E ： 空の距離

F ： 満タ ンの距離 （スパン）

D ： ノ ズル直径

L ： ノ ズル長

" 警告 ! 
不感知距離がた り ない と、 誤動作を起こす危険があ り ます。

! 注意 ! 
レベルが不感知距離に入ら ないよ う にするために、 安全距離 （SD） を取る こ と ができ ます。 レベ
ルがこの安全距離に入る と警告 メ ッ セージが出されます。

F

E

BD

SD

L

D

最大ノズル長 [mm]

ノズル直径 センサ 1½ " センサ 2"

DN50/2" 80

DN80/3" 240 240

DN100/4" 300 300

DN150/6" 400 400

DN200/8" 400 400

DN250/10" 400 400

DN300/12" 400 400

放射角 α 11° 11°

不感知距離 [m] 0.25 0.35

最大レ ンジ [m] 液体 5 8

最大レ ンジ [m] 粉粒体 2 3.5
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3.4.2 安全距離

レベルが安全距離 SD まで上昇する と、 本機器は、 警報またはア ラーム状態に切 り 替わ り ます。
SD のサイ ズは、 " ďĻĜļĻ ĕČĶ "；安全距離（015） 機能で自在に設定する こ と ができ ます。 " ďĻĜļĻ
ĕČĶģĐ "；安全距離内（016） 機能で、 安全距離に入った場合の機器の反応を定義し ます。
オプシ ョ ンが 3 つあ り ます ：
• " ėĐĘĖ "；警告：本機器はエラー メ ッ セージを出力し ますが、 測定は継続し ます。
• " ďĵĎį "；アラーム：本機器はエラー メ ッ セージを出力し ます。 出力信号は、" ďĵĎįĚļ ħ ĚċĠĶČĖ "；

アラーム時の出力（011） 機能 （最大、 最小、 ユーザー固有の値、 ま たは最後の値を保持） で
定義し た値を と り ます。 レベルが安全距離よ り 下がる とすぐに、 測定が再開されます。

• " ĚļĘ ĬĎķĢļ "；セルフホールド ： 本機器はア ラーム と同様に反応し ます。 ただし、 ア ラーム状態
は、レベルが安全距離よ り 下がった後も継続されます。" ďĵĎįĚČđĤĻ "；アラームの承認（017） 機
能を使用し てア ラームをキ ャ ンセルし た場合にに限って、 測定が再開されます。

3.4.3 範囲

センサ範囲は、 測定条件によ って異な り ます。 測定レ ンジについては、 技術仕様書 TI 440F を参
照し て く ださい。 最大範囲は、 下表に示されています （好条件の場合）。

3.5 設置のヒ ン ト

3.6 設置チ ェ ッ ク
機器を設置後、 次の手順に従ってチェ ッ ク し て く ださい。
• 機器に損傷はないか ? （目視検査）
• プロセス温度、 プロセス圧力、 周囲温度、 測定レ ンジなどを含む測定ポイ ン ト の仕様を、 機器

が満た し ているか？
• 可能な場合 ： 測定ポイ ン ト 数および銘板は正しいか （目視検査） ？
• 本機器は雨や直射日光から十分保護されているか ?
• ケーブルグ ラ ン ド は正し く 締められているか ?
• ハウジングの位置合わせ後、 ノ ズルまたはフ ラ ンジの と こ ろのプロセスシールをチェ ッ ク し て

く ださい。

センサ 最大範囲

1½" 5 m

2" 8 m

本機器を、 65AF スパナを使用し て、 ねじ込み
部品にねじ込みます。
最大 ト ルクは 7 Nm です。

L00-FMU30xxx-17-00-00-en-009
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4 配線

4.1 電気接続

" 警告 ! 
接続前に、 以下の点についてご留意 く ださい
• 電源が型式銘板のデータ と同じであ る こ と。
• 本機器を接続する前に電源をオフする こ と。
• 本機器の配線を行 う 前に、 等電位接続を本機器の外部アース端子に接続し ます→ 17 ページ、

" 電位マ ッチング "。

# 危険 ! 
防爆区域で本測定システムを使用する と きは、 国家規格を遵守し、 安全注意事項 （XA） にあ る指
示に従 う よ う にし て く ださい。 必ず、 指定のケーブルグ ラ ン ド を使用し て く ださ い。

4.1.1 配線

1. ハウジングカバー （1） を緩めます。

2.デ ィ スプレ イ （2） が付属し ている場合は取
り 外し ます。

3. ケーブル （3） をグ ラ ン ド （4） の中を通し
て挿入し ます。

"警告 ! 
湿気が侵入するのを避ける ために、 可能
であれば、 ケーブルを上から挿入し、 水
切 り のために輪にし て く ださい。

4. ケーブルシール ド を端子室内のアース端子
（5） に接続し ます。

5.端子割 り 付けに従って接続を行います
→ 16 ページ、 " 端子割当 "。

6. ケーブルグ ラ ン ド （4） を締め付けます。

7.デ ィ スプレ イ （2） が付属し ていた場合は挿
入し ます。

8. ハウジングカバー （1） をねじ込みます。

9.電源をオンにし ます。

L00-FMU30xxx-04-00-00-xx-008

1 2

1

2

3

5

4
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4.2 端子割当

L00-FMU30xxx-04-00-00-en-015

4.3 供給電圧
以下の値が機器本体の端子間電圧と な り ます。

消費電流 最小 最大

4 mA 14 V 35 V

20 mA 8 V 35 V
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4.4 電位マ ッ チング

L00-FMU30xxx-17-00-00-xx-014

1 ： 本機器の外部アース端子

等電位接続を、 本機器の外部アース端子に接続し ます。

" 警告 ! 
防爆用途では、 本機器のセンサー側だけを接地し ます。 安全注意事項の詳細については、 爆発区
域の適用に関する別冊マニュ アルを参照し て く ださい。

! 注意 ! 
本機器のハウジングは、 プラ スチ ッ ク製のセンサによ って タ ン ク から絶縁されているので、 電位
マ ッチング ラ イ ンが適切に接続されていない と、 干渉信号が発生する可能性があ り ます。
電磁適合性を最適化する には、 電位マ ッ チング ラ イ ン をで き る だけ短 く 、 断面積を少な く と も
2.5 mm2 （14 AWG） にする よ う にし て く ださい。
設置条件によ り 、 高い電磁波の干渉が予想される場合は、 アース用ス ト ラ ッ プを使用する よ う お
勧めし ます。

4.5 接続のチ ェ ッ ク
機器を配線後、 次の手順に従ってチェ ッ ク し て く ださい。
• 端子が正し く 割当て られているか ?
• ケーブルグ ラ ン ド は締め付け られているか？
• ハウジングふたは、 完全にねじ込まれているか？
• 電源が使用可能な場合 ： デ ィ スプレ イモジュールのデ ィ スプレ イが表示されているか ?

1
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5 操作

5.1 表示部および操作部

5.1.1 本体デ ィ スプレ イ

表示および操作用 LCD モジ ュールはハウ ジングカバーの中にあ り ます。 測定値は透明なカバー
を通し て読み取る こ と ができ ます。 操作は蓋を開けて行います。

L00-FMU30xxx-07-05-xx-xx-000

1 ： シンボル表示 ； 2 ： 機能キー ； 3 ： デ ィ スプレ イ （回転可能） ； 4 ： プ ラグイ ンモジュール

4...20mA
+

FEU31
-

Display

%

E

1

2

3

4

�
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5.1.2 デ ィ スプレ イの外観

L00-FMU4xxxx-07-00-00-en-002

測定値表示では、 バーグ ラ フが出力に対応し ます。
このバーグ ラ フは、 10 個のバーにセグ メ ン ト 化されています。 1 つのバーが完全に満た される ご
と に、 調整されたスパンの う ち 10% が変化し た こ と にな り ます。

5.1.3 シンボル表示

以下の表に、 液晶デ ィ スプレ イに表示される シンボルが記載されています ：

�

シンボル 意味

ALARM_SYMBOL

本機器がア ラーム状態の と きに、 このア ラームシンボルが表示されます。 シンボルが点滅し

ている と きは、 警告を示し ています。

LOCK_SYMBOL

本機器がロ ッ ク された と き、 すなわち入力不可の場合に、 こ のロ ッ ク シンボルが表示されま

す。
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5.1.4 キーの機能

キー 意味

（押すキーはグレーで表示）

選択 リ ス ト の上方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

選択 リ ス ト の下方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

機能グループ内の一つ左に移動し ます。

機能グループ内の一つ右に移動し ます。 または確定し ます。

も し く は LCD デ ィ スプレーのコ ン ト ラ ス ト の調整

ハード ウ ェ アのロ ッ ク と 解除

ハード ウ ェ アを ロ ッ クする と、 本体機器操作も遠隔操作も でき な く

な り ます。

ロ ッ ク解除はデ ィ スプレーを介し て しか行えません。 ロ ッ ク解除パ

ラ メ ータで解除する よ う に入力し なければな り ません。
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5.2 機能コー ド
機能 メ ニュー内での位置を簡単に確認するために、 デ ィ スプレ イには、 機能ご と に位置が表示さ
れます。

L00-FMU4xxxx-07-00-00-en-001

最初の 2 桁は、 機能グループを識別し ます ：

3 桁目は、 機能グループ内で、 個別の機能の番号にな り ます ：

今後は、 機能の位置を、 記載の機能名の後ろに括弧で示し ます （例えば " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形
状 （002））。

5.3 操作オプシ ョ ン

測定システムは下図のよ う に成 り ます。

L00-FMU30xxx-14-00-06-en-008

• " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 00
• " ďĻĜļĻ ĜčġĐ "；安全設定 01
• " ēĻĢļ "；温度 03
. . .

• " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 00 → • " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形状 002
• " ĝĖġĐĪļĠ ĢĖĜĐ "；測定物特性 003
• " ĪĽĹĜě ĘĻġļĚČĻ "；

プロセスコンデション
004

. . .

ENDRESS + HAUSER
RMA 422

FieldCare

%

E

FMU30

PLC

操作・表示
モジュール

コミュボックス FXA291 および
サービスアダプタ FXA291 

伝送器電源供給ユニット
RMA422 または RN221N
(通信抵抗含む)



操作 プロ ソニ ッ ク T

22 エン ド レスハウザー ジ ャパン

5.4 デ ィ スプレ イ本体での操作

L00-FMU30xxx-19-00-00-en-018

1. E キーを押し て、 測定値表示からグループセレクションに変更し ます。

2. - キーまたは + キーを押し て必要な機能グループを選択し、 E キーを押し て確定し ます。
選択されている メ ニューの前に、  マーク が付き ます。

3. + キーまたは - キーを押し て、 編集モード を有効にし ます。

選択 メ ニュー

a. 選択し た機能の必要なパラメータを、 - キーまたは - キーを使用し て、 選択し ます。

b. E キーを押し て選択を確定し ます。 選択し たパラ メ ータの前に、 マークが表示されま
す。

c. E キーを押し て編集し た値を確定し ます。 編集モード が終了し ます。

d.  + と  - キーを同時に押すと、 選択が中止されます。 編集モード が終了し ます。

数字と テキス ト の入力

a. + キーまたは - キーを押し て、 数字 / テキストの最初の文字を編集し ます。

b. E キーを押す と、 カーソルが次の文字に移動し ます。 入力を完了する まで、 （a） の操作
を続けます。

c. カーソルに、 ↵ シンボルが表示された ら、 E キーを押し て入力し た値を受け付けます。
編集モード が終了し ます。

d. カーソルに ← シンボルが表示された ら、 E キーを押し て、 前の文字に戻 り ます （例え
ば、 入力の修正など）。

e. + と  - キーを同時に押すと、 選択が中止されます。 編集モード が終了し ます。

4. E キーを押し て、 次の機能を選択し ます。

5. + キー と - キーを同時に 1 度押し ます。 一つ前の機能に戻 り ます。
+ キー と - キーを同時に 2 度押し ます。 一つ前のグループセレクションに戻 り ます。

6. + キー と - キーを同時に押し て、 測定値表示に戻 り ます。



プロ ソニ ッ ク T 操作

エン ド レスハウザー ジャパン 23

5.5 FieldCare による操作
FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社提供の、 FDT ベースのシステム資産管理ツールです。 こ の
ツールは、 システム内のあ ら ゆる イ ンテ リ ジェ ン ト なフ ィ ール ド機器を設定し、 その機器を管理
する助け と な り ます。 ステータ ス情報を使用する こ と によ って、 簡易で効果的に機器を監視する
ためのツールにも な り ます。

• Ethernet、 HART、 PROFIBUS、 FOUNDATION Fieldbus などをサポー ト
• あ ら ゆるエン ド レ スハウザー社製機器をサポー ト
• I/O システム、 センサなど、 FDT 規格に対応するすべてのサード パーテ ィ 製機器をサポー ト
• DTM によ り 、 すべての機器の完全な機能性を確保
• ベンダーDTM を用いる こ と な く 、サード パーテ ィ 製のフ ィ ール ド バス機器の全体的なプロ フ ァ

イル操作が可能

FMU30 の接続 ：
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 と  ToF アダプタ FXA291 （ア ク セサ リ ）

以下の機能の使用 ：
• 反射波形を介し ての信号分析
• リ ニア ラ イ ズテーブル （グ ラ フ ィ ッ ク サポー ト によ る作成、 編集、 イ ンポー ト 、 エ ク スポー ト ）
• 機器データーのロード、 セーブ （ア ッ プロード / ダウ ン ロード）。
• 計測ポイ ン ト の （機器設定） ド キ ュ メ ン ト 作成

5.5.1 メ ニューガイ ド式の設定

• ナビゲーションバーに、 本機器の機能グループ と機能が表示されます。
• メインウィンドウに、 パラ メ ータの入力フ ィ ール ド が表示されます。
• パラ メ ータ名を ク リ ッ クする と、 必要な入力の正確な説明が載っているヘルプページが開き ま

す。
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5.5.2 反射波形表示

FieldCare を使用し て、 " 反射波形 " メ ニューによ る簡単な解析が用意されています ：

5.6 ロ ッ ク / ロ ッ ク解除の設定

5.6.1 ソ フ ト ウ ェ アセキュ リ テ ィ ロ ッ ク

" ĚĻĞļĻ "；診断（0A）機能グループの " ĹčĖ ĔĐĚļČ ĨĽĵİĎĞĎ "；ロック解除パラメーター（0A4）機能
にナンバー ≠ 100 を入力し ます。

 シンボルがデ ィ スプレ イに表示されます。 これで、 入力する こ と ができ な く な り ます。

パラ メ ータ を変更し よ う とする と、" ĹčĖ ĔĐĚļČ ĨĽĵİĎĞĎ "；ロック解除パラメーター（0A4） 機能に
ジ ャ ンプし ます。 "100" を入力し ます。
これで、 パラ メ ータ を変更し ます。

5.6.2 ハー ド ウ ェ アセキュ リ テ ィ ロ ッ ク

- キーと + キーと E キーを同時に押し ます。
これで、 入力する こ と ができ な く な り ます。

パラ メ ータ を変更し よ う とする と、 以下のよ う に表示されます ：

L00-fmrxfg00-20-00-00-en-001

- キー と + キーと E キーを同時に押し ます。" ĹčĖ ĔĐĚļČ ĨĽĵİĎĞĎ "；ロック解除パラメーター（0A4）
機能が表示されます。
"100" を入力し ます。
これで、 パラ メ ータ を変更し ます。

! 注意 ! 
ハード ウ ェア ロ ッ クは、 - キー と + キーと E キーを も う 一度同時に押すこ と によ ってのみ、 デ ィ
スプレ イから元の状態にロ ッ ク解除する こ と ができ ます。 通信では、 ハード ウ ェ アのロ ッ ク を解
除する こ と はできません。
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5.7 ユーザパラ メ ータのリ セ ッ ト
履歴が未知の機器を使用する場合は、 ユーザーパラ メ ータ を リ セ ッ ト する よ う 推奨し ます。

リ セ ッ ト の作用 ：
• すべてのユーザパラ メ ータがデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
• ユーザの不要反射抑制は、 削除されません。
• テーブルの値は保持されますが、" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン機能が " ĶĤď "；リニア

に切 り 替わ り ます。 このテーブルは、 " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；リニアライゼーション（04）機能グルー
プの " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；リニアライゼーション（041） 機能で元に戻すこ と はでき ます。

リ セ ッ ト を行 う には、 ナンバー "333" を " ĚĻĞļĻ "；診断（0A） 機能グループの " ĶĜčĢ "；リセット
（0A3） 機能に入力し ます。

" 警告 ! 
リ セ ッ ト を実行する と、測定に異常を き たすおそれがあ り ます。通常、 リ セ ッ ト を実行し た後は、
基本設定が必要と な り ます。

! 注意 ! 
付録の メ ニュー概要に、 各パラ メ ータのデフ ォル ト 値が太字で示されています。

5.8 不要反射抑制 （タ ン クマ ッ ピング） のリ セ ッ ト
以下の場合には、 不要反射抑制 （タ ン ク マ ッ ピング） を リ セ ッ ト する よ う お勧めし ます ：
• 履歴が不明の機器を使用する場合
• 間違った抑制が入力されていた場合

以下の手順で進めます ：

1. " ĔĖğČđ ĜčġĐ "；拡張設定 （05） 機能グループから、" ĜĻĞĖ "；選択（050）機能に切 り 替えます。

2. " ĭčĪĽ ĔĖğČđ "；拡張マッピングを選択し ます。

3. 次に、 " ĭčĩĽĻĖļ ĚČđĕČ "；マッピングの消去（055） 機能に進みます。

4. 次のいずれかを選択し て く ださい。
- " ĶĜčĢ "；リセットで リ セ ッ ト する と、 既存の不要反射抑制が削除 （ リ セ ッ ト ） されます。
- " インアクティブ "；停止中で無効化する と、 既存の不要反射抑制が無効にな り ます。

この抑制は、 保存されたま まにな り ます。
- " アクティブ "；作動中で有効化する と、 既存の不要反射抑制が再び有効にな り ます。



設定 プロ ソニ ッ ク T

26 エン ド レスハウザー ジ ャパン

6 設定

以下の手順で本機器を試運転し ます。
• 設置チェ ッ ク
• 機器の電源投入
• 基本設定
• 反射波形を使用し た測定信号のチェ ッ ク

本章では、 本体デ ィ スプレ イ を使用し た設定プロ セスについて説明し ます。 FieldCare オペレー
テ ィ ング ソ フ ト ウ ェアを使用し た設定と同じです。

6.1 機器の電源投入
供給電圧をオンする と、 最初に、 本機器は初期化されます。
次に、 約 5 秒間、 以下の内容が表示されます ：

• デバイ ス タ イプ
• ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン

E キーを押し て、 この表示を終了し て く ださい。

はじめて電源を投入する と きは、デ ィ スプレ イ
テキス ト の言語を選択する必要があ り ます。
使用可能な言語 ：

• English （英語）
• Deutsch （ド イ ツ語）
• Français （フ ラ ン ス語）
• Español （スペイ ン語）
• Italiano （イ タ リ ア語）
• Nederlands （オラ ンダ語）
• 日本語

L00-fmrxf092-20-00-00-en-001

L00-fmrxf092-20-00-00-en-001

次に、測定値の長さの単位を選択する必要があ
り ます。 使用可能な長さ の単位 ：

• m
• ft
• mm
• イ ンチ

L00-fmrxf0c5-20-00-00-en-001

現在の測定値が表示されます。 これは、 タ ン ク
のレベルに相当する も のではあ り ません。 ま
ず、 基本設定を行います。

L00-fmrxf000-20-00-00-en-001

E キーを押し て、 グループセレ ク シ ョ ンに切 り
替えます。
も う 一度 E キーを押し て、基本設定を開始し ま
す。

L00-fmrxfg00-20-00-00-en-001
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6.2 基本設定
" ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 （00） 機能グループには、 本機器を試運転する ための標準測定作業に必要
な機能がすべて一覧表示されます。 1 つの機能の入力を完了する と、 次の機能が自動的に表示さ
れます。 このよ う に、 校正の開始から終了まで誘導されます。

6.2.1 測定ポイ ン ト の設定

機能 " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形状（002）

この機能では、 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます ：

L00-FMU30xxx-14-00-06-xx-001

A ： ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ ﾃﾝｼﾞｮｳ （ドーム形の天井）

B ： ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ （枕タ ン ク）

C ： ｶﾞｲﾄｳｶﾝ / ﾅｲﾄｳｶﾝ （外筒管 / 内筒管）

D ： ｵｰﾌﾟﾝﾚﾍﾞﾙ （天井な し例 ： 集積水路など）

E ： ｷｭｳｹｲ ﾀﾝｸ （球形タ ン ク）

F ： ﾌﾗｯﾄ ﾅ ﾃﾝｼﾞｮｳ （フ ラ ッ ト な天井）

機能 " ĝĖġĐĪļĠ ĢĖĜĐ "；測定物特性（003）

この機能では、 測定物タ イプを設定し ます。
以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
• " ﾌﾒｲ " ； 不明 （例えば、 グ リ ース、 ク リ ーム、 ゲルなどのペース ト 状の測定物）
• " ｴｷﾀｲ " ； 液体
• " ﾌﾝﾘｭｳﾀｲ " ； 粉体、 粒子サイ ズ < 4mm （細目）
• " ﾌﾝﾘｭｳﾀｲ " ； 粉体、 粒子サイ ズ > 4 mm （粗目）

A B C

D E

F
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機能 " ĪĽĹĜě ĘĻġļĚČĻ "；プロセスコンデション（004）

この機能では、 以下のオプシ ョ ンがあ り ます ：

" ĩČđĚļċĻĒĕĞĐ "；標準液体 " ēğĠĐĞ ĒĕİĻ "；静かな液面 " ďĸĞ ĒĕİĻ " ； 荒れた液面

以降の機能分類に当てはま ら ない

すべての流動体用途に適用

浸漬パイプ付き、 または底部充填

式の貯蔵タ ン ク

不規則な充填、 混合ノ ズル、 小型

低部攪拌器で液面が荒れている貯

蔵 / 緩衝タ ン ク

L00-FMU30xxx-14-00-00-xx-001 L00-FMU30xxx-14-00-00-xx-002

フ ィ ルタ と 出力ダンピングを平均

値に設定

平均化フ ィ ルタ と 出力ダンピング

を高い値に設定

-> 安定し た測定値

-> 精密な測定

-> 反応速度は遅い

入力信号を安定化する ための特殊

フ ィ ルタ を作動

-> 安定し た測定値

-> 反応速度は中程度

" ĔĖĨĻĕ ĚĴđ "; 攪拌機使用 " ĨĲĐ ĒĕİĻ īĻĢļđ " ； 速い液面変動 " ĩČđĚļċĻĪĻĶċđĞĐ "；標準紛粒体

攪拌機で （場合によ り 渦形成を伴

い） 揺動し ている液面

特に小型のタ ン ク内における レベ

ルの急激な変化

以降の機能分類に当てはま ら ない

すべての紛粒体用途に適用

L00-FMU30xxx-14-00-00-xx-003 L00-FMU30xxx-14-00-00-xx-004 L00-FMU30xxx-14-00-00-xx-006

入力信号を安定化する ための特殊

フ ィ ルタ を高い値に設定

-> 安定し た測定値

-> 反応速度は中程度

平均化フ ィ ルタ を低い値に設定。

-> 反応速度は速い

-> 測定値が不安定にな る可能性あ

り

フ ィ ルタ、 ダンビングを平均値に

設定
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" ĪĻĶċđĞĐĪĻĚļĻ "；紛粒体粉塵 " ĘĻīļďĎīļķĢ "；ベルトコンベア " ġěĢ：ħĎĪĆķĞĎ "；
テスト：ノーフィルター

粉末状の紛粒体 表面変動が速い紛粒体 サービ ス / 診断のため、 すべての

フ ィ ルタ をオフにでき ます

L00-FMU30xxx-14-00-00-xx-007 L00-FMU30xxx-14-00-00-xx-005

比較的微弱な信号も検出する よ う

にフ ィ ルタ を設定

平均化フ ィ ルタ を低い値に設定。

-> 反応速度は速い

->  測定値が不安定にな る可能性

あ り

すべてのフ ィ ルタオフ
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6.2.2 空 / 満タ ン調整

L00-FMU30-15-00-00-xx-001

E ： 空の距離 ； F ： スパン （満タ ン時の距離） ； D ： センサメ ンブレンから測定対象物表面までの距離 ；

L ： レベル ； BD ： 不感知距離 ； SD ： 安全距離

機能 " Ĕĵ ğČđĜĐ "；空（0%）調整（005）

この機能では、 センサ メ ンブレンから最低レベル （ゼロ点） までの距離 E を入力し ます。

" 警告 ! 
さ ら形のボイ ラヘッ ダや円すい状の流出口では、 ゼロ点 （E 値） を、 タ ン ク底の超音波が当たる
点よ り 深 く し ないで く ださい。

機能 " ĪĔĻğĕČĶ "；不感知距（059）

この機能では、 センサの不感知距離 （BD） が表示されます。

" 警告 ! 
満タ ン （スパン） 調整を入力する と きは、 最大レベルが不感知距離 （BD） 内に入ら ないよ う にし
て く ださい。

! 注意 ! 
基本設定後、 " ďĻĜļĻ ĕČĶ "；安全距離（015） 機能に安全距離 （SD） を入力し ます。 レベルがこの
安全距離の範囲内にあ る と、 " ďĻĜļĻĕČĶģĐ "；安全距離内（016）機能での選択に応じ て、 警告また
はア ラーム信号が出力されます。

機能 " ĭĻĞĻ ğČđĜĐ "；満タン（スパン）調整（006）

この機能では、 最低レベルから最大レベルまでの距離、 スパン F を入力し ます。

20 mA
100%

4 mA
0%

D

L

E
F

BD
SD
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6.2.3 不要反射抑制 （タ ン クマ ッ ピング）

機能 " ĕČĶ / ĝĖġĐğ "；距離 / 測定値（008）

" ĕČĶ / ĝĖġĐğ "；距離 / 測定値（008）機能には、センサ メ ンブレ ンから測定対象物表面までの測定さ
れた距離 D が、 レベル L と共に表示されます。 この 2 つの値をチェ ッ ク し ます。

機能 " ĕČĶ ĔĖĤĻ "；距離確認（051）

この機能によ って、 マ ッ ピングが初期化されます。

L00-FMU4xxxx-14-00-06-en-010

次のいずれかを選択し て く ださい。
• " ĕČĶ = ok"；距離 = OK 適正な距離が表示されている場合です。 センサに近い反射は、 以下の不

要反射抑制によ って抑制されます。
• " ĕČĶ ğĐęěĕļķ " ； 距離が過小 表示された距離が短すぎ る場合です。 この場合、 信号は不要反射

によ って も た ら されています。 こ の反射は後で抑制されます。
• " ĕČĶ ēēĕěĕļķ " ； 距離が過大 表示された距離が長すぎる場合です。 このエラーは、 不要反射を

抑制する こ と によ って解消する こ と ができ ません。 つま り 、 次の 2 つの機能がスキ ッ プされて
います。 以下のアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターをチェ ッ ク し ます。 " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定（00）
機能グループの " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形状（002）、 " ĝĖġĐĪļĠ ĢĖĜĐ "；測定物特性（003）、 " ĪĽĹĜě
ĘĻġļĚČĻ "；プロセスコンデション（004） と、 " Ĕĵ ğČđĜĐ "；空（0%）調整（005）。

• " ĪİĐ " ； 不明 実際の距離が不明の場合です。 つま り 、 次の 2 つの機能がスキ ッ プされます。
• " ĭĤċďķ "；マニュアル入力 以下の機能の抑制領域を自分で指定し たい場合に選択し ます。

機能 " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッピングレンジ（052）

抑制すべき範囲が、 こ の機能に表示されます。測定基準点は常に、センサ メ ンブレ ンにな り ます。
この値は、 この後に編集する こ と も でき ます。 手動によ る抑制では、 デフ ォル ト 値は 0 m です。

" 警告 ! 
抑制範囲は、実際のレベル反射 ノ イ ズよ り  0.3 m 手前まで とする必要があ り ます。空タ ン ク では、
E ではな く 、 E – 0.3 m を入力し ます。
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機能 " ĭčĩĽĻĖļ ĔĐĚ "；マッピング開始（053）

この機能では、 以下のオプシ ョ ンがあ り ます ：
• " ēĪ "；オフ ： マ ッ ピングは行われません。
• " ēĻ "；オン ： マ ッ ピングが開始されます。

! 注意 ! 
マ ッ ピングがすでにあ る場合は、 " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッピングレンジ（052）機能で指定された距
離まで上書き されます。 こ の距離以上の既存のマ ッ ピングは、 そのま ま変更されません。

機能 " ĕČĶ / ĝĖġĐğ "；距離 / 測定値（008）

抑制後、 測定された距離 D （センサ メ ンブレ ンから測定対象物表面まで） が、 測定値 と共に表示
されます。 これらの値が実際のレベル、 実際の距離に対応し ているかど う かをチェ ッ ク し て く だ
さい。

場合に応じ て、 以下のよ う に行います ：
• 距離が一致 – 測定値が一致 -> 基本設定完了
• 距離が不一致 – 測定値が不一致 -> 追加の不要反射抑制を行 う 必要があ り ます。

" ĕČĶ ĔĖĤĻ "；距離確認（051） 機能に戻 り ます。
• 距離が一致 – 測定値が不一致 -> " Ĕĵ ğČđĜĐ "；空（0%）調整（005） 機能の値をチェ ッ ク し ます。

グループセレクションに戻る

不要反射抑制後、 基本設定は終了し、 自動的にグループセレ ク シ ョ ンに戻 り ます。

6.3 反射波形
基本設定後に、 反射波形 （" 反射波形 "（0E） 機能グループ） を使用し て測定を評価する よ う お勧
めし ます。

6.3.1 機能 " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 （0E1）

この機能で、 以下の内容を表示するかど う か選択し ます。
• 反射波形のみ
• 反射波形と反射評価ラ イ ン FAC
• 反射波形と不要反射抑制 （マ ッ ピング）

! 注意 ! 
FAC と不要反射抑制 （マ ッ ピング） の説明については、BA388F " プロ ソ ニ ッ ク T - 機能説明書 "
を参照し て く ださい。

6.3.2 機能 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み （0E2）

この機能では、 以下を表示するかど う か指定し ます。
• 個々の反射波形
• 現在の反射波形 （周期的に更新）
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6.3.3 機能 " 反射波形表示 " （0E3）

この機能では、 反射波形が表示されます。 これは、 以下の情報を取得する ために使用し ます ：

L00-FMU4xxxx-07-00-00-en-003

以下の条件が満た されているかチェ ッ ク し ます ：
• 測定範囲の終点での反射強度が、 少な く と も 10dB になっている こ と。
• 特にレベル信号の手前に、 不要反射が存在し ないこ と。
• 不要反射を回避する こ と ができ ない場合は、 それを抑制カーブよ り 小さ く する こ と。

! 注意 ! 
周期的反射波形表示がデ ィ スプレ イでア ク テ ィ ブになっている と、 測定値は通常よ り 遅いサイ ク
ル時間で更新されます。 し たがって、 測定ポイ ン ト の最適化後は、 反射波形表示を終了する よ う
お勧めし ます。 それには E キーを押し ます。 （反射波形表示は自動的に終了し ません。）

6.3.4 反射波形表示におけるナビゲーシ ョ ン

ナビゲーシ ョ ンを使用する と、 反射波形を水平方向と垂直方向にス ケー リ ング し、 左右にシフ ト
させる こ と ができ ます。 有効なナビゲーシ ョ ンモード が、 デ ィ スプレ イの左上隅にシンボルで示
されます。

L00-FMxxxxxx-07-00-00-en-004

…

���
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水平ズームモード

まず、 反射波形表示にし ます。 次に + キーまたは - キーを押し て、 反射波形ナビゲーシ ョ ンに切
り 替えます。 これで水平ズームモード にな り ます。  または  が表示されます。
• + キーで水平方向に拡大されます。
• - キーで水平方向に縮小されます。

L00-FMU3xxxx-07-00-00-xx-007

移動モード

次に、 E キーを押す と移動モード に切 り 替わ り ます。  または  が表示されます。
• + キーで波形が右方向に移動し ます。
• - キーで波形が左方向に移動し ます。

L00-FMU3xxxx-07-00-00-xx-008

垂直ズームモード

E キーを も う 一度押す と、垂直ズームモー ド に切 り 替わ り ます。 が表示されます。 以下のオプ
シ ョ ンがあ り ます。
• + キーで垂直方向に拡大されます。
• - キーで垂直方向に縮小されます。

デ ィ スプレ イのア イ コ ンによ って、 現在のズーム倍率が示されます （  ～ ）。

L00-FMU3xxxx-07-00-00-xx-009

ナビゲーションの終了

• 反射波形ナビゲーシ ョ ンの異なるモード に移動するには、 E キーを も う 一度押し ます。
• ナビゲーシ ョ ンを終了するには、 + キーおよび - キーを押し ます。 設定し た倍率 と移動は保持

されます。" ĨĻĚĊ ĨėĐ ĴĮĘĮ "；反射波形読み込み（0E2） 機能を も う 一度ア ク テ ィ ブにし た場合に
限って、 表示設定が標準設定値に戻 り ます。
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7 ト ラ ブルシューテ ィ ング

7.1 システムエラー メ ッ セージ 

7.1.1 現在のエラー

設定または操作中に本機器で検出されたエラーが、 以下の機能で表示されます ：

• " ĝĖġĐğ "；測定値（000） 機能
• " ĚĻĞļĻ "；診断（0A）機能グループの " ėļĻęļĐ ħ ĒĵĎ "；現在のエラー（0A0）機能

優先度がも っ と も高いエラーだけが表示されます。 エラーが複数あ る場合は、 + キーまたは -
キーを押し て、 異なるエラー メ ッ セージの間を ス ク ロールする こ と ができ ます。

7.1.2 前回のエラー

最後のエラーが、 " ĚĻĞļĻ "；診断（0A） 機能グループの " ĜļĻĔĐ ħ ĒĵĎ "；前回のエラー（0A1） 機能
に表示されます。 この表示は、 " ĜļĻĔĐħĒĵĎħ ĚČđĕČ "；前回のエラーの消去（0A2） 機能で削除する
こ と ができ ます。

7.1.3 エラーの種類

7.1.4 エラーコー ド

エラーの種類 シンボル 意味

ア ラーム （A）

連続表示

出力信号は、 " ďĵĎįĚļ ħ ĚċĠĶČĖ "；アラーム時の出力（010） 機能

を使用し て設定でき る値を と り ます ：

• MAX ： 110%、 22mA

• MIN ： -10%、 3.8mA

• " ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホール ド ： 最後の値が保持されます

• ユーザー固有の値

警告 （W）

点滅

本機器の測定は継続されます。 エラー メ ッ セージが表示されま

す。

ア ラーム / 警告 （E）
エラーを、 ア ラーム と し て処理するか、 警告と し て処理するか定義する こ と ができ

ます。

コード エラーの説明 処置

A102

A110

A152

A160

チェ ッ クサムエラー リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが存在する場合は、 電子部を交換し ます

A106 ダウ ン ロード中 待ちます ； ダウ ン ロード のシーケン スが終了し た後、 メ ッ セージが

消えます

A111

A113

A114

A115

A121

A125

A155

A164

A171

電子部品の不良 リ セ ッ ト ；

EMC についてシステムをチェ ッ ク し、 必要に応じ て改善し ます

リ セ ッ ト 後も ア ラームが存在する場合は、 電子部を交換し ます

A116 ダウ ン ロード エラー 接続をチェ ッ ク し ます ； ダウ ン ロード を再開し ます

A231 センサの不良 接続をチェ ッ ク し ます。 必要に応じ て、 HF モジュールまたは電子部

を交換し ます

A281 温度センサの断線 センサを交換し ます
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A502 センサタ イプが検出さ

れない

センサおよび / または電子部を交換し ます

A512 マ ッ ピングの記録中 数秒後にア ラームの表示が消えます

A521 新しいセンサタ イプが

検出された

リ セ ッ ト し ます

A661 センサの過熱

A671 リ ニア ラ イ ズが不完全 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを有効にし ます

E641 使用可能な反射がない 基本設定をチェ ッ ク し ます

E651 安全距離内のレベル - 

あふれの危険

レベルが安全距離外に下がる と 、 エラーは消えます。 場合によ って

は、 エラーのロ ッ ク を リ セ ッ ト し ます。 [" ďĻĜļĻ ĜčġĐ "；安全設定
（01）機能グループの " ďĵĎįĚČđĤĻ "；アラームの承認（017）機能 ]

W103 初期化 数秒経って も メ ッ セージが消えない場合は、 電子部を交換し ます。

W153 初期化 数秒間待ちます ； エラーがまだ表示される場合は、 機器の電源をオ

フ し、 再度オンにし ます

W601 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

のカーブが単調でない

テーブルを修正し ます （単調に増加する テーブルを入力する）

W611 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

のポ イ ン ト が 2 個未満

追加の値ペアを入力し ます

W621 シ ミ ュ レーシ ョ ンが

オン

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード をオフにし ます [" ĚċĠĶČĖ "；出力（06） 機能

グループの " ĚĮċĸĎĚČĻ "；シミュレーション（065）機能 ]

W681 電流がレ ンジ範囲外

（3.8 ～ 20.5 mA）

基本設定を行います ；

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンをチェ ッ ク し ます

W691 充填ノ イ ズの検出。 レベルの勾配が変動する

コード エラーの説明 処置
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7.2 アプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 例 除去

" ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （00）

が不正確だが、

" ｿｸﾃｲｷｮﾘ " ； 測定距離

（008） は適正

L00-FMU30xxx-19-00-00-en-019

1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空 （0%） 調整 （005） と " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ "；満タ ン （ス

パン） 調整 （006） をチェ ッ ク し ます。

2. リ ニア ラ イゼーシ ョ ンをチェ ッ ク し ます。

−" ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ （040）

−"max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール （046）

−" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）

− リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

" ｿｸﾃｲﾁ "；測定値 （000）

と " ｿｸﾃｲｷｮﾘ " ； 測定距

離 （008） が不正確

1. 外筒管または内筒管で測定する場合 ： 

" ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形状（002）機能のオプシ ョ ンに従って選択

し ます。

2. 不要反射抑制を行います。

充填 / 排出時の測定値

に変化な し

L00-FMU30xxx-19-00-00-en-014

1. 不要反射抑制を行います。

2. 必要に応じ て、 センサの ク リ ーニングを行います。

3. 必要な ら、 も っ と 適し た取 り 付け位置を選択し ます。

4. 不要反射の幅が広いために必要な場合は、機能 " ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ "；

検出ウ ィ ン ド ウ （0A7） を " ｵﾌ " ； オフに設定し ます。

液面が一様でない場合

（充填中、 排出中、 攪拌

器動作中など）、 測定値

が散発的に高いレベル

にジャ ンプする

L00-FMU30xxx-19-00-00-en-015

L00-FMU30xxx-19-00-00-en-016

1. 不要反射抑制を行います。

2. "ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ"；プロセス コ ンデシ ョ ン （004）を"ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ"；

静かな液面または " ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ " ； 攪拌機使用に設定し ます。

3. " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 （058） を強めます。

4. 必要に応じ て、 別の設置位置を選択し、 かつ / または大き なセン

サを選択し ます。

充填 / 排出時の測定値

が下がる

L00-FMU30xxx-19-00-00-en-017

1. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "； タ ン ク形状 （002） をチェ ッ クする、例えば " ﾄﾞｰﾑ

ｶﾞﾀ ﾃﾝｼﾞｮｳ " ； ドーム形の天井、 または " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク

2. できれば、 設置位置を中央にし ないよ う にし ます。

3. 可能な場合は、 外筒管または反射ガ イ ド パイプを使用し ます。

100%F m/ft

E m/ft
0% t →

D
m

/f
t
(0

0
8

)

actual

expected

100%

0% t →

actual

expected

100%

0% t →

actual

expected

100%

0% t →

actual

expected

100%

0% t →

actual

expected
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E 641 （反射な し）

L00-FMU30xxx-19-00-00-en-020

1. アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ （002） 、 （003） 、 （004） をチェ ッ ク

し ます。

2. 必要に応じ て、 別の設置位置を選択し、 かつ / または大き なセン

サを選択し ます。

3. センサ メ ンブレ ン を測定対象物表面 と 平行にな る よ う に配置し

ます （特に粉体用途の場合）。

エラー 例 除去

100%

E 641

0% t Õ

actual

expected
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8 保守および修理

8.1 外面の清掃
外側を洗浄する際、 ハウ ジング表面やシールを侵食する よ う な洗浄液等の使用は避けて く だ さ
い。

8.2 修理
エン ド レ スハウザー社の修理コ ンセプ ト によ り 、 測定機器はモジュール式構造でユーザー自身で
修理を行 う こ と ができ る よ う になっています。
スペアパーツは、 キ ッ ト と し て用意されてお り ます。 それらには、 交換手順書も同封されていま
す→ 40 ページ、 " スペアパーツ "。
詳細についてはエン ド レ スハウザー社にお問い合わせ く ださい。

8.3 防爆機器の修理
防爆機器を修理に出される際は以下の点にご留意 く ださい。
• 防爆機器の修理は、 エン ド レ スハウザー社の認める作業者のみが可能です。
• 証明書の記載事項を確認し、 国や地域の法令を遵守し て く ださ い。
• エン ド レ スハウザー社よ り 供給されるパーツのみが使用可能です。
• スペアパーツ を ご注文にな る際は、 型式銘板に記載さ れてい る情報を ご確認 く だ さ い。 純正

パーツのみが使用可能です。
• 取扱説明書に従って、 修理をおこ なって く ださい。 修理完了の際には定められた手順によ る機

器のテス ト を行って く ださい。
• 機器の型式変更は、 エン ド レ スハウザー社のみが実施可能です。
• 全ての修理作業および改造を記録し て く ださい。

8.4 交換
機器全体あ るいは電子モジ ュールを交換し た後は、 通信イ ン ターフ ェ イ ス を介し て機器本体にパ
ラ メ ータ をすべて再ダウ ン ロードする こ と ができ ます。こ のためには、データが事前に、FieldCare
を使用し て PC にア ッ プロー ド されている こ と が必要です。 新し く 再設定する こ と な く 、 測定を
継続する こ と ができ ます。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンおよびタ ン ク マ ッ ピング（不要反射抑制） のみ、
記録し直す必要があ り ます。
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8.5 スペアパーツ
使用する機器のスペアパーツの概要については、 イ ン ターネ ッ ト の www.endress.com
を参照し て く ださい。 スペアパーツに関する情報を表示するには、 以下のよ う に行います。

1. "www.endress.com" へ移動し、 国を選択し ます。

2. "Instruments （エン ド レ スハウザージ ャパンのホームページの場合は計測機器） " を ク リ ッ ク
し ます。

3. "product name （製品型式） " フ ィ ール ド に製品名を入力し ます。

4. 機器を選択し ます。

5. "Accessories/Spare parts （ア ク セサ リ / スペアパーツ） " タブを ク リ ッ ク し ます。

6. 必要なスペアパーツを選択し ます （画面右側にあ る概要図も利用でき ます）。

スペアパーツをご注文になる際は、 型式銘板に記載されている シ リ アルナンバを使用し て く ださ
い。 必要な限 り 、 スペアパーツには交換手順書も同梱されています。
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8.6 返送
機器をエン ド レ スハウザーに返送し て修理または校正を依頼される際は、 以下の手順に従って く
ださい。

• 容器内の残留物を全て取 り 除いて く ださい。 ガスケ ッ ト の溝や裂け目に残された流動性のあ る
残留物は特に念入 り に取 り 除いて く ださい。 健康に危害の加え る恐れのあ る流動体、 例えば腐
食性を有する物質、 有毒な物質、 発癌性物質、 放射能を帯びた物質等の場合は特別な注意を
も って作業を行ない、 取 り 除 く こ と が必要です。

• 必ず、完全に記入済みの"安全/洗浄確認依頼書"を機器に添付し て く ださ い（"安全/洗浄確認依
頼書 " の原紙は、本取扱説明書の巻頭にあ り ます）。 弊社は、 この書類が正確かつ正式な もので
あ る と確認でき た う えで、 送られた機器の検査 ・ 修理を行います。

• 必要に応じ て、 御社独自の取扱注意事項があればお知らせ く ださ い。 （例） EN 91/155/EEC に
基づ く 安全性データ シー ト 等々。

追加記入事項 ：
• アプ リ ケーシ ョ ンの正確な記述
• 測定物の化学的、 物理的特性
• 発生し たエラーの簡単な説明 （可能であればエラーコード も）
• 機器の積算運転時間

8.7 廃棄
当該機器を廃棄処分される時は、 同一材料ご と に分別し た上で行って く ださい。

8.8 エン ド レスハウザー ジャパン （株） の連絡先
連絡先については、 弊社ホームページ （www.jp.endress.com/） でご確認 く ださ い。 ご質問などご
ざいま し た ら、 弊社サービ スデス ク、 最寄 り の弊社営業所、 又は代理店にお気軽にお問い合わせ
く ださい。
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9 アクセサリ

9.1 設置ブ ラケ ッ ト  

L00-FMU30-00-00-00-xx-001

• G1½ ： オーダー番号 942669-0000
• G2 ： オーダー番号 942669-0001

NPT 1½" および 2" にも適合

9.2 ネジフ ラ ンジ

L00-FMU30xxx-00-00-00-xx-001

A ： シールリ ング EPDM （添付）

B ： ネジフ ラ ンジ

C ： センサ

D ： ノ ズル

400
120

12
0

30

25
0

A

G

ø16

3

mm

A

B

C D
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ネジフランジ FAX50

オプシ ョ ンを記入する と、 オーダーコード が完成し ます。

9.3 センサーサポー ト

L00-FMU30xxx-06-00-00-xx-005

15 材質 :

BR1 DN50 PN10/16 A, スチールフ ラ ンジ EN1092-1

BS1 DN80 PN10/16 A, スチールフ ラ ンジ EN1092-1

BT1 DN100 PN10/16 A, スチールフ ラ ンジ EN1092-1

JF1 2" 150lbs FF, スチールフ ラ ンジ ANSI B16.5

JG1 3" 150lbs FF, スチールフ ラ ンジ ANSI B16.5

JH1 4" 150lbs FF, スチールフ ラ ンジ ANSI B16.5

JK2 8" 150lbs FF, PP 最大圧 300 kPa フ ラ ンジ ANSI B16.5

XIF UNI フ ラ ンジ 2"/DN50/50, PVDF 最大圧 300 kPa, 2" 150lbs/DN50 PN16/10K 50 に適合

XIG UNI フ ラ ンジ 2"/DN50/50, PP 最大圧 300 kPa, 2" 150lbs/DN50 PN16/10K 50 に適合

XIJ UNI フ ラ ンジ 2"/DN50/50, 316L 最大圧 300 kPa, 2" 150lbs/DN50 PN16/10K 50 に適合

XJF UNI フ ラ ンジ 3"/DN80/80, PVDF 最大圧 300 kPa, 3" 150lbs/DN80 PN16/10K 80 に適合

XJG UNI フ ラ ンジ 3"/DN80/80, PP 最大圧 300 kPa, 3" 150lbs/DN80 PN16/10K 80 に適合

XJJ UNI フ ラ ンジ 3"/DN80/80, 316L 最大圧 300 kPa, 3" 150lbs/DN80 PN16/10K 80 に適合

XKF UNI フ ラ ンジ 4"/DN100/100, PVDF 最大圧 300 kPa, 4" 150lbs/DN100 PN16/10K 100 に適合

XKG UNI フ ラ ンジ 4"/DN100/100, PP 最大圧 300 kPa, 4" 150lbs/DN100 PN16/10K 100 に適合

XKJ UNI フ ラ ンジ 4"/DN100/100, 316L 最大圧 300 kPa, 4" 150lbs/DN100 PN16/10K 100 に適合

XLF UNI フ ラ ンジ 6"/DN150/150, PVDF 最大圧 300 kPa, 6" 150lbs/DN150 PN16/10K 150 に適合

XLG UNI フ ラ ンジ 6"/DN150/150, PP 最大圧 300 kPa, 6" 150lbs/DN150 PN16/10K 150 に適合

XLJ UNI フ ラ ンジ 6"/DN150/150, 316L 最大圧 300 kPa, 6" 150lbs/DN150 PN16/10K 150 に適合

XMG UNI フ ラ ンジ DN200/200, PP 最大圧 300 kPa, DN200 PN16/10K 200 に適合

XNG UNI フ ラ ンジ DN250/250, PP 最大圧 300 kPa, DN250 PN16/10K 250 に適合

YYY 特殊

20 センサ接続 :

A ネジ ISO228 G3/4

B ネジ ISO228 G1

C ネジ ISO228 G1-1/2

D ネジ ISO228 G2

E ネジ ANSI NPT3/4

F ネジ ANSI NPT1

G ネジ ANSI NPT1-1/2

H ネジ ANSI NPT2

Y 特殊

15 20
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• 1½" または 2" センサ取付け用にそれぞれ穴径 50 mm、 62 mm があ り ます。
• 穴径 22 mm の穴は他のセンサを取 り 付ける場合に使用し ます。

センサーサポー ト の取付けには以下が使用でき ます。

• フ レーム取 り 付け用ブラ ケ ッ ト  → 44 ページ
• 壁取 り 付け用ブラ ケ ッ ト  → 45 ページ

9.4 フ レーム取り付け用ブ ラケ ッ ト （センサーサポー ト と組んで
使用）

L00-FMU30-00-00-00-xx-005

A B C D 対象センサ 材質 オーダーコード

585 250 2 200 1½" 316Ti/1.4571 52014132

亜鉛 メ ッ キスチール 52014131

2" 316Ti/1.4571 52014136

亜鉛 メ ッ キスチール 52014135

1085 750 3 300 1½" 316Ti/1.4571 52014134

亜鉛 メ ッ キスチール 52014133

2" 316Ti/1.4571 52014138

亜鉛 メ ッ キスチール 52014137

mm

ø

高さ 材質 オーダーコード

700 亜鉛 メ ッ キスチール 919791-0000

700 1.4301 （ANSI 304） 919791-0001

1400 亜鉛 メ ッ キスチール 919791-0002

1400 1.4301 （ANSI 304） 919791-0003

mm
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9.5 壁取り付け用ブ ラケ ッ ト （センサーサポー ト と組んで使用）

L00-FMU3x-00-00-00-xx-006

9.6 コ ミ ュボ ッ クス FXA291
コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 は、エン ド レ スハウザー社製のフ ィ ール ド機器を CDI イ ン ターフ ェース
（エン ド レ スハウザー共通データ イ ン ターフ ェース） を介し て、 パーソナルコ ン ピ ュータ または
ノー ト パソ コ ンの USB イ ン ターフ ェースに接続し ます。 詳細については、 TI405C を参照し て く
ださい。

注意！
FMU30 の場合は、 追加ア ク セサ リ と し て "ToF アダプタ FXA291" が必要です。

9.7 ToF アダプ タ FXA291
ToF アダプタ FXA291 は、パーソナルコ ンピ ュータ または ノー ト パソ コ ンの USB イ ン ターフ ェー
ス を介し て、 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 を FMU30 に接続し ます。
詳細については、 KA271F を参照し て く ださい。

ø

材質 オーダーコード

亜鉛 メ ッ キスチール 919792-0000

316Ti/1.4571 919792-0001
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10 技術データ

10.1 技術データ一覧

10.1.1 入力

計測値 センサ メ ンブレン と測定対象物表面の間の距離 D が測定されます。
リ ニア ラ イゼーシ ョ ン機能を用いて次の値 を計算でき ます :
• レベル L 単位変更可能
• 容積 V 単位変更可能
• 流量 Q オープンチャ ンネルまたは堰での計測。 単位変更可能

最大レ ンジ / 不感知距離

10.1.2 出力

出力信号 4 ～ 20 mA

警報信号 • エラーシンボル、 エラーコード、 および本体デ ィ スプレ イのテキス ト 説明
• 電流出力 （設定可能）

10.1.3 外部電力

端子 ケーブル断面積 ： 0.25 ～ 2.5 mm2 （20 ～ 14 AWG）

電線口 • ケーブルグ ラ ン ド M20x1.5 （推奨ケーブル径 6 ～ 10 mm）
• 電線口 G½ または ½ NPT

供給電圧 • 14 ～ 35 V （出力電流によ る）
• 固定電流 ： 10 ～ 35 V

爆発防止証明書付きの機器には、 追加の制限があ る場合があ り ます。 該当するセーフテ ィ ーイ ン
ス ト ラ ク シ ョ ン （XA） の注記を参照し て く ださ い。

消費電力 51 mW ～ 800 mW

センサ BD 液体最大レンジ1)

1) 実際の範囲は、 測定条件によ って異な り ます。 測定レ ンジについては、 技術仕様書 TI440F を参照し

て く ださ い。

粉粒体最大レンジ

1½" 0.25 m 5 m 2 m

2" 0.35 m 8 m 3.5 m
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10.1.4 性能特性

応答時間 応答時間はパラ メ ータの設定によ り ます。 最速時間 ： 最速 2 秒

リ フ ァ レ ン ス作動条件 • 温度 = +20 ℃
• 圧力 = 1013 mbar abs.
• 湿度 = 50 %
• 理想反射面 （静穏液面等）
• 計測ビーム内に不要反射無し
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータの設定 :

- タ ン ク形状 = フ ラ ッ ト な天井
- 測定物特性 = 液体
- プロセス条件 = 穏やかな液面

分解能 1 mm

測定誤差 リ フ ァ レン ス条件における代表値 （直線性、 再現性、 ヒ ステ リ シス を含む） ：
± 3 mm または測定レンジ （空調整） の 0.2 %1

1 どち らか大きい値

蒸気圧の影響 20 ℃時の蒸気圧は、 超音波式レベル測定の精度を示唆する ものにな り ます。 20 ℃時の蒸気圧が
5 kPa 以下の場合、 非常に高精度で超音波式レベル測定を実施でき ます。 これは、 水、 水溶液、
水と固形物の混合溶液、 希釈酸 （塩酸、 硫酸など）、 希塩基 （苛性ソーダなど）、 オイル、 グ リ ー
ス、 ス ラ リ ー、 ペース ト などで有効です。
蒸気圧が高い場合や、 気体を放出する測定物 （エタ ノール、 アセ ト ン、 アンモニアなど） の場合
は、 精度に影響する可能性があ り ます。 このよ う な条件があ る場合は、 最寄 り の弊社営業所にお
問い合わせ く ださい。
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10.1.5 機器周囲環境

機器周囲温度 - 20 ℃ ～ + 60 ℃
機器を屋外で使用する場合は、 機器を直射日光や雨から保護し て く ださい。

保存温度 - 40 ℃ ～ + 80 ℃

気候ク ラ ス DIN EN 60068-2-38 （Test Z/AD） DIN/IEC 68 T2-30Db

保護等級 • ハウジング密閉状態で下記試験に合格し ています。
- IP 68
- IP 66

• ハウジング開放状態で : IP 20 （表示デ ィ スプレーも含む）

耐振動性 DIN EN 60068-2-64 / IEC 68-2-64 ： 20…2000 Hz、 1 （m/s2） 2/Hz ； 3 × 100 分

電磁適合性 （EMC） 電磁適合性は EN 61326 に準拠。 詳細については適合宣言を参照し て く ださい。 

10.1.6 プロセス条件

プロセス温度 - 20 ℃ ～ + 60 ℃
伝送器には音速補正用温度センサを内蔵し ています。

プロセス圧力 70 ～ 300 kPa abs
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11 資料

11.1 操作メ ニュー

L00-FMU4xxxx-19-00-00-en-005
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11.2 測定原理

L00-FMU30-15-00-00-xx-001

E ： 空の距離 ； F ： スパン （満タ ンの距離） ； D ： センサと測定物の距離 ； L ： レベル ； BD ： 不感知距離 ； 

SD ： 安全距離

11.2.1 Time-of-flight （飛行伝播時間） 測定原理

プロ ソ ニ ッ ク T はセンサか ら発信された超音波パルスが測定対象物に反射し てセンサに受信さ
れる までの伝播時間を計測し てレベル値に変換する こ と を測定原理 と し ています。 プロ ソ ニ ッ ク
T では 時間 t、 と音速 c を用いてセンサ と測定対象物と の距離 D を計算し ます。

D = c ⋅ t/2

ユーザ入力によ る既知の距離 E を基に次のよ う にレベル L を計算し ます :

L = E - D

内蔵の温度センサによ り 、 温度変化によ って起こ る音速の差を補償し ます。

11.2.2 不要波の除去

プロ ソ ニ ッ ク T は不要反射 （すなわちエ ッ ジ、 溶接継ぎ合わせ面、 タ ン ク内設置物などからの反
射） を レベルエコーと誤認識し ない機能を備えています。

11.2.3 校正

機器の校正の為に空の距離 E と満タ ンの距離 （スパン） F を入力し て く ださ い。

11.2.4 不感知距離

スパン F が不感知距離 BD にかから ないよ う にし て く ださい。不感知距離からのレベルエコーは
センサの特性上感知されないよ う になっています。

20 mA
100%

4 mA
0%

D

L

E
F

BD
SD

センサ BD 液体最大レンジ 粉粒体最大レンジ

1½" 0.25 m 5 m 2 m

2" 0.35 m 8 m 3.5 m





■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA387F/33/JA/12.09
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

05.10/ マーコムグループ
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